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「この集まりで買い物ができたらいいなー」。宮田町の

サロン活動参加者の声をきっかけに11月２日、松本市に

店を構える豆腐の移動販売車が「にこにこサロン」に来

ました。

宮田町などのようにスーパーまで比較的近い地域で

も、買った荷物を持って歩くのは大変。

サロン参加者約30人の皆さんが笑顔でお話しながら買

い物を楽しみました。



第３次大町市地域福祉計画・地域福祉活動計画の策定に当たり、住民が感じている地域福祉の現状と

課題を把握するため、住民意識調査を実施しました。

調査の結果、以下のような現状と課題が見えてきました。
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第３次大町市地域福祉計画・地域福祉活動計画

見えてきた地域の現状と課題
地域福祉に関する住民意識調査の結果

調査の概要

これらの結果から、「災害や困り事が生じた場合の備えとして、日頃から

地域の絆を強め、お互いの情報共有と支援がしやすい環境づくり、地域活

動の担い手を育成する活動が求められている」ということがいえます。

◆８月５～21日を調査期とし、市内にお住まいの16歳以上の住民1,000人を

対象に郵送により調査票を配布(男女各500人、地区・年代別無作為抽出)

調査項目（抜粋）

「立ち話をする程度」が37.2％で最も多く、次いで「あいさつする程度」が24.1％となっている。

前回（平成23年）・前々回（平成16年）との比較では、「相談し、助け合う」「家を行き来す

る」が徐々に減少しており、近所のつながりが薄くなっていることがうかがえる。

　 あなたは、近所の人とどの程度のお付き合いをしていますか？Ｑ

Ａ

◆設問数20問

◆回答率39.８％

相談し、助け合う 家を行き来する 立ち話をする程度 あいさつする程度 ほとんどない

■今回 21.6％ 10.8％ 37.2％ 24.1％ 4.0％

■前回 26.8％ 12.6％ 32.1％ 22.2％ 4.0％

■前々回 27.5％ 16.6％ 30.4％ 18.6％ 2.7％

◆ 近所とのつながりが徐々に薄くなっていること

◆ 人口流出等による地域活動の担い手不足が深刻化していること

◆ 当事者以外には、生活課題の情報があまり知られていないこと

◆ 困っている人がいる場合、８割以上の人が支援したいと考えていること

◆ 新たな公的サービスと有償ボランティアが期待されていること

◆ 災害時には、隣近所や地域の団体を頼りにしていること

◆ 近所とのつながりが徐々に薄くなっていること

◆ 人口流出等による地域活動の担い手不足が深刻化していること

◆ 当事者以外には、生活課題の情報があまり知られていないこと

◆ 困っている人がいる場合、８割以上の人が支援したいと考えていること

◆ 新たな公的サービスと有償ボランティアが期待されていること

◆ 災害時には、隣近所や地域の団体を頼りにしていること

見えてきた地域の現状と課題
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人口流出等による地域活動の担い手不足

　 あなたの住む地域には、どのような課題があると感じていますか？Ｑ

Ａ

「人口流出等による地域活動の担い手不足」の

「ある」が72.1％で最も多く、共通する深刻な課題

といえる。その他、「障がい・子ども・引きこもり・

未婚・うつ病・経済的困窮」の各調査項目は、「わ

からない」が最も多く、当事者以外には、生活課

題の情報があまり知られていないという回答結

果となった。

近所に何らかの生活課題を抱えている人がいる

場合、あなたの気持ちに最も近いものは？Ｑ.

Ａ

「できる範囲で支援する」が34.4％、「支援した

いが、余裕がない」が27.6％、「支援したいが何

をしてよいかわからない」が19.3％で、条件が整

えば、８割以上が支援したいと考えている。

公的サービスでは対応できない生活

課題を抱える人の支援のあり方は？Ｑ.

Ａ

「新たな公的サービスで支援」が28.1％、「有

償ボランティアで支援」が17.1％で、新たな公

的サービスや有償ボランティアの仕組みづく

りが期待されている。

あなたの家が被災した場合、家族以外で最初に助けてくれる人は？Ｑ

Ａ
「近所の人」が44.5％、「地域の団

体」が11.6％で、災害時には半数以

上の人が身近な地域の人を頼りに

している。近所との

つながりが薄くなっ

ても、災害時の頼り

は近所の人と考える

人が多い。

行政（市役所、警察、

消防、自衛隊等）

19.1％

地域の団体

（消防団、自治会等）

11.6％

近所の人　44.5％

親戚　11.8％

その他　1.3％

無回答　2.3％ 無効　4.1％

家族や親戚で

解決　16.8％

隣近所でお互いに支え合う

12.8％

民間の有料サービスを利用

13.1％有償ボランティアで支援

17.1％

新たな公的

サービスで支援

28.1％その他

2.5％

無回答

7.0％

無効

2.6％

ある　72.1％

ない　8.3％

わからない

14.1％

無回答

5.5％

できる範囲で支援する

34.4％

支援したいが、何を

してよいかわからない

19.3％

支援したいが、

余裕がない

27.6％

市役所等の仕事、

支援しなくてよい

2.3％

余計なお世話

なので支援しない

6.8％

その他

2.8％

無回答　2.8％ 無効

4.0％

誰も助けて

くれない

5.3％
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災害時 一番必要なのは地域の連携

―災害連携研修会―

　常盤公民館で11月12日、常盤地区内の自治会や自主防災会、消防団など、多くの地域防災に関わる団

体が参加し、災害連携研修会「災害時 一番必要なのは地域の連携」を開催しました。講演では、ＮＰＯ

法人東京いのちのポータルサイトの中橋 徹也さんより、「災害発生時の地域の動き」として、データか

らみた常盤地区の災害危険度や過去の災害教訓を交えながら

地域の動きに必要なものについて、具体的なお話をいただきま

した。後半のグループワーク（意見交換）では、集まった各団

体の立場で災害発生時にどのような活動を行うかを情報交換

し、これからの連携について認識を深めました。

平成７年の阪神淡路大震災での支援活動をきっかけに、防災関連の活動をしてきている。さまざ

まな被災地で被災された皆さんが必ず言うことは「生まれて初めて」。災害とは、生まれて初めて経

験するもの。地震を中心に一度発生すると、以降数十年は発生しないところがほとんど。だから、

生まれて初めての経験になる。貴重な被災体験をその地域で伝承していくことが大切。それを訴え

続けていくため活動している。

大町市でも約100年前に大きな地震があった。また、常盤地区では過去、高瀬川の氾濫等で水害に

あっている。しかし、その被災体験が伝承されていない。そんな地域は全国にもたくさんある。

◆「生まれて初めて」 被災地で必ず言われること

「防災に関して他団体が行う活動を今まで知らなかった」「初めて消防団の皆さんと同じ机で災害

について話し合い、消防団の重要性が分かった」等の声が聞かれました。

災害は、いつ起こるか分かりません。災害対応は、住民共通の課題です。大町市社協では各団体・

住民が「連携」について考える機会を今後も提供していきたいと考えています。

◆参加者からの声など

（話し合いの設定）

　●震度６強の地震が発生。自分や家族の安全は確保できた。

　●次にあなたの立場でどんな行動をとりますか？

◆グループワーク「災害発生！あなたのとる行動は？」

　常盤地区では、自治会や自主防災会を中心

に、発生後の安否確認や救援について、組織的

な取り組みが決められている。また、消防団も、

「災害時要支援者名簿」を活用した安否確認・

救援活動を行うという情報が共有された。

見えてきた各団体の動き

　発災後の初期活動として、各団体が安否確認

および救援活動を挙げている。安否確認は重要

な活動であるが、「誰が確認し、その結果どこに

報告し、情報を各団体がどう共有していくの

か」。情報共有と連携に課題がある。

情報共有と連携が必須

講師　中橋 徹也 さん

ＮＰＯ法人 東京いのちのポー

タルサイト監事／ＮＰＯ法人

地域交流センター理事



　当日はあいにくの雨模様でしたが、多くの皆さんに来場いただき、盛大に開催することができました。

「市民ふれあい広場」―10月８日（土）開催―

Ｔｏｐｉｃｓ

皆さんから募集した訪問入浴車の愛称について、厳選なる審査の結

果、「大町にこにこ」に決定しました。入選作品を応募された方は、平

成29年１月29日開催の大町市社会福祉大会で表彰します。

今回応募総数が33作品となりました。応募していただいた皆さん、あ

りがとうございました。

「訪問入浴車」大町にこにこ ―訪問入浴車愛称決定！―
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ふふれれああいいスステテーージジ

あづみ野池田クラフトパークで８月26～

28日、「てるてる坊主アート展」が開催され

ました。

本会の障がいサービス事業所「たんぽぽ」が

利用者と一緒に作成した作品を出品したところ、来場された皆さんの投票により

決定する「一般投票賞」をいただくことができました。

利用者とともにこの喜びを分かち合いました。

「一般投票賞」をいただきました ―池田町てるてる坊主アート展―

　初参加となった「大町岳陽高校吹

奏楽部」。迫力ある演奏でした。

　市社協障がい福祉サービス事業

所と「がんばりやさん」の皆さん

による「ふれあいコンサート」

ボボラランンテティィアア大大活活躍躍！！　　――大大町町第第一一中中学学校校のの生生徒徒のの皆皆ささんん――

◀店先でお客さんの対応（出店団

体のお手伝い）

▶社協コーナーで「赤い羽根共同

募金運動」



大町地区

会員数308人
【北山田町】
坂中　正男
【三日町】
田中　宏幸
飯島　豊子
峯村　忠文
嶺村　佳正
吉田　聡子
田中　一幸
曽根原耕平
【俵町】
矢下　一郎
勝野　春美
胡桃沢市造
窪田　雪江
合津　寿美
鎌倉　貞夫
北沢　一雄
中村　康貴
丸山　　昇
小松　信吾
小日向　忠
西山　　深
小林　公子
縣　　和彦
小竹　良夫
小山　富也
田中けさ子
中島　　滋
降 　惠子
中澤　先美
【東中原町】
北原　恭子
丸山美栄子
【大黒町】
西澤千恵子
伊藤雄一郎
江津　　東
北沢　文子
平林　尊士
荒井和比古
宮尾　　巖
鎌倉　一幸
曽根原鞠子
㈱早川組
遠藤　好一
松林医院
北澤　紀男
【相生町】
大町作業用品㈲

信越㈱
大信土建

戸谷税務会計事務所
佐藤歯科医院

工藤　行雄
鈴木　健夫
金原　鐡男
黒岩　良介
伊藤金物商会㈱
丸山　正博
【九日町】
腰原　道子
塩原　義夫
中村　　正
磯崎　　勇
㈱奥村印刷所
眞島　　康
曽根原きく子
伊藤　幸子
横川商店
北澤　芳子
北村　喜男
【六九町】
勝野　育子
高橋商店
田中　林治
高橋　　厚
丸山　良子
横沢　賢樹
要野　栄宏
宮澤　　健
佐々木里子
横山　和彦
勝野　太彦
【上仲町】
宮下　幸久
㈲北福島
栗林　士郎
㈱市野屋商店
柴田　裕久
【下仲町】
横澤　厚信
【八日町】
平林ふじ代
カネマサ斉藤魚店
服部　秀夫
勝野　直久
金原磨智子
曽根原由次
石曽根佐和江
割烹・稲穂
吉原　勇一
上條　　弘
【神栄町】
横澤　正宏
勝野　礼二
宮島　　久
堀田　　洋
三原　豊子
志賀　一夫
松井　栄一

小林　益男
宮崎　東明
赤羽　健次
北澤　正善
西澤富士子
丸山　鉄男
山口　利之
山口　秋男
加蔵　祐二
江津　正広
社整骨院
八幡　繁美
三原　　清

奥原クリニック
遠藤内科医院
寺島　孝子
吉原　みつ
中島　政子
松沢　郁子
村山　　司
関口　幸徳
富田　健治
武井美恵子
はつ花

丸山　芳美
【五日町】

曽根原由紀子
渡辺　知子
林　　昭子
曽根原秀子
曽根原季彦
百瀬　　博
【旭町】

高野　ヒデ
山口　智也
相沢　文人
高橋　清治
山崎　武子
西山　晴子
宇留賀一治
北澤　善一
金子歯科医院
宮田　喜幸
【光明町】
大橋　一雄
【仁科町】

永井眼科医院
御菓子司 喜久龍
㈲松栄屋商店

㈱俵屋
旅館 七倉荘
吉沢　俊郎
神戸　清重

㈲カメラの太陽堂
五十嵐哲夫
相模　一男
小林　宏仲

髙木　貞子
【日の出町】
こまつうどん店
山本　英紀
【高見町】
村田屋菓子舗
【東若宮町】
新津袈裟三
【南原町】
原　　　弘
髙橋　克好
吉沢　　正
北澤　健二
上條　昭雄
井澤　　厚
伊藤　　弘
羽賀　教雄
髙橋　住江
藤井　俊道
下川　幸男
【堀六日町】
小野寿太郎
奥原八千代
大沢寺

宮﨑　　洋
寺島　皆美
川本嘉瑞義
伊藤　彰浩
齋藤　博子
【中原町】
古川　浚世
平野　俊雄
柳澤　芳文
中村　健七
西澤潤一郎
新井　福雄
西山　千明
飯澤　茂雄
小林　久彦
吉澤　義雄
松井　聖徳
【下白塩町】
三原　眞沙
松島　文子
【東町】
近江恵美子
平林　哲郎

折弁
田中　淳介
西澤　昌一
【山田町】
長沢　　明
傳刀　紀子
千葉　彬司
【白塩町】
伊東　泰顕
竹内　隆子

北澤　房見
中澤香代子
金原　民枝
伊藤　昌次
飯嶋　一男
【大原町】
滝澤多恵子
太田　　實
竹村　糸子
宇田　義一
中村　英子
原山　立身
中村　清治
竹村　松雄
【栄町】

鷲澤　徳司
出口　四郎
岡村　真助
関　　清美
山岸　　昇
【若原町】
吉澤　紀夫
丸山　純生
駒谷　喜宏
駒澤　史崇
【宮田町】
成澤ふき子
武内　元雄
松坂　恵子
大八木善彦
西沢　正敏
黒部電業舎
【幸町】

吉原　貞安
勝野　久代
松田　安正
松本　典久
駒沢　一明
宮沢　吉高
【北原町】
小林　利治
宮田　　昇
栗林　　董
平林　孝一
平林　秀敏
長沢　康雄
栗林　　靖
宮尾　正俊
横澤　　健
平林　泰介
江津　澄枝
【十日町】
西沢　敏美
県　　　信
栗林　　敏
井内　猛男
勝野　　実

竹内　紀雄
㈱今溝建材
戸谷　　誠
柳澤　英幸
吉澤すみゑ
三溝　昌範
大沢　秀雄
宮坂　善寿
市川　秀乗
松島　濱乃
勝野　邦明
北沢　一人
太田　孝男
降旗　孝浩
【高根町】
荒井　　要
倉科　昭雄
大嶽　富夫
鷲沢　孝友
松倉　俊雄
倉科　孝志
宮脇　正勝
太田　忠雄
宮澤　正博
中村　皆司
倉科　健一
川上　節子
平林　敏達
諸川　雅孝
宮脇　哲子
倉科久一良
栁澤　　寛
栁澤　盛雄
小竹　末晴
太田　治善
矢口　三男
【大新田町】
川上　紀直
齋藤　　浩
宮沢　治男
下坂　順一
篠崎家佐公
小林千恵子
小林　元治
中沢ふさ子
廣瀬　　誠
牛越　敏郎
北原　和好
内山　　博
【桜田町】
縣　　　智
上條くによ
㈲北辰印刷
山岸　和夫
北澤　文子
倉科　和夫
㈲安曇建設

塚田　文善
前田　敏博
岡部　康江
森島　令至

平地区

会員数77人
【青木】

西山　文雄
【加蔵】

太田　勝巳
【中綱】

太谷　正祥
西澤　　清
太谷　　昇
【海の口】
郷津　任史
北原　義夫
【稲尾】

傘木　康裕
傘木　　稔
傘木　久廣
傘木　徳実
【森】

平林　喜人
宇海　泉市
【山崎】

長沢　正彦
【木崎】

近藤　和人
石原　幹司
中村　勝彦
中村　荘司

㈲ボディーショップ荒井
中村　俊久
【仁科郷】
浅見　昌敏
山田　善康
小林　正二
【新郷】

宮永　知春
横川　宏司
中村　　守
塚田　伸一
山岸　啓一
宮田節史郎
矢口　良知
【西原】

松尾　忠久
梅澤　泰三
江幡　広文
三戸呂誠之
久保田政晴
【借馬】

小日向利和
新井　深充
橋井　弘治

海川　徳治
石原　　學
荒澤　　靖
勝野　徳一
【鹿島】
宮坂　岳至
【源汲】
北澤　　寛
小林　豊美
荒井今朝一
【二ツ屋】
駒澤　安正
駒澤今朝美
駒澤　政幸
駒澤セキ子
久保田孝雄
窪田　治江
長澤　　正
宮﨑　典子
【野口】
遠山　昌信
吉澤　憲良
中川　與一
遠山みさを
田中　秀司
吉澤百合子
矢口　政治
宮野　典夫
西澤　吟子
西澤　幾美
工藤　順子
【上原】
石田　純二
細田　良作
小林　伸一
岡村　健二
【温泉郷】
丸山千恵子
【借馬団地】
子田　春男
北沢　成行

常盤地区

会員数153人
【西山】
松井　　泉
丸山　一由
藤岡　靖久
平林　秀文
牛越　　充
山下　鈴代
上野　法之
東方　利男
山下　好隆
綿内　弘子
牛越　　寛
倉科　郁子

【西山住宅】
安井　誠一
清水　　章
西澤　則夫
山本　敬子
降旗　利秋
柏原　　茂
松下嘉津雄
赤沼　哲彦
山田　俊治
斉藤　　真
西牧　俊郎
【須沼】

宮澤　俊子
髙岡　紀元
髙岡　　博
一柳　重紀
一志　秀明
遠藤　隆王
清水　洋美
柳沢　史夫
栗林　　健
栗林　郁人
宇留賀義孝
笠井　君雄
若林みち子
清水　清人
牛越　和夫
髙橋　茂子
太田　光春
等々力　実
髙橋　賢司
栗林　憲夫
【下一】

山本　輝雄
松原　　繁
栗林　幸雄
市村　孝志
小林　茂子
小林　卓一
丸山　隆士
下坂　一俊
西山　芳男
南澤　辰雄
南澤　秀夫
西澤美千夫
小林　久男
小林　平八
【清水】

西山　隆芳
佐々木敬次
下川　善司
柿下クリニック
山崎　重雄
宮坂　佳宏
関口　博文
徳原　嗣久

下川ユミ子
川上　　武
菅沢　奎子
菅沢　　岳
菅沢　廣人
川上　宗春
川上　紀源
菅沢　一彦
川上　満子
滝沢　克己
五十川正彦
平出　盛夫
平出志げ子
五十川　眞
松原　伸生
中山　　功
【泉】

手塚　悦雄
原山　　久
荒井　　剛
青木　亮佐
太田　直人
荒井　正規
古畑　春男
降旗　　正
降旗　文博
老野　　赳
降旗　豊美
奥原　常弘
荒井日出登
降旗　宏忠
牛越　幸子
古畑　文門
宮沢　精二
荒井　俊光
【上一】
竹村　静哉
倉科　健夫
山崎　孝之
北澤　　学
清水　岩根
清水美和子
藤巻　　正
伊藤　秋男
藤巻　繁人
藤巻　　昭
藤巻　建彦
藤巻　智子
藤巻　芳雄
丸山　　剛
藤巻　　守
藤巻カヲル
中山　晴之
吉岡　　敏
宮原　　洋
西澤　純子
川上　　満

社社協協会会費費ののごご協協力力あありりががととううごござざいいまますす

特別会費にご協力いただいた皆さま

社協会費は、社協の運営や各種事業を円滑に推

進するための大切な財源です。本年度も皆さまの

ご協力により、一般会費「7,555世帯 4,521,000

円」、特別会費「718人 2,154,000円」のご協力をい

ただきました（平成28年11月18日現在）。ご報告と

ともにお礼申し上げます。

この会費は、ボランティアなどの地域福祉活動の

支援に活用させていただいております。今後も、皆

さまのご支援とご協力をお願い致します。
「小地域福祉ネットワーク活動」

十日町つくしの会 お楽しみ会

「福祉教育」
大町北小学校 車いす体験

この事業などに活用させていただきました
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※敬称略。掲載を希望しない皆さまは除く。



渡辺磨須子

花岡　武久

中山　鈴江

藤巻　隆二

松田　　滋

菅野　容子

内川　三郎

山本　陽東

伊藤　　昭

奥原　文登

佐々木清市

小林　公男

藤巻　　寿

岡江たけ子

北原　健吉

小野　峰敏

中島　節子

鳥羽　繁雄

丸山　正美

鳥羽　章人

吉井　治人

藤巻　幸男

田中　幸雄

竹村　良子

中村　忠政

中村　　勲

齋藤　　豊

坂井　敏夫

社地区

会員数91人

【宮本】

遠藤　照子

一志　尚美

松田　冨子

松田　昌子

矢口　博文

一志　　裕

宮崎　栄介

山岸　正昭

遠藤　道代

百瀬　泰慶

太田みつ子

清水憲一郎

【閏田】

栁澤　滋益

遠藤　正人

曽根原通夫

五十嵐　孝

【曽根原】

松井　輝久

降幡今朝倶

山田　重雄

松田　信一

降幡　哲夫

横沢　善明

降幡　　司

松田　　崇

【山下】

永田三代子

大北石油㈱

矢口　一夫

内川　　篤

山岸　敏忠

内川　英一

山岸　安智

内川もとみ

ツカサ工業㈱

大日向　功

内川　　孝

内川　正宣

矢口　貞夫

内川　　亨

山岸　　傳

内川　　健

竹内　直彦

内川　慶子

【館の内】

中島　　弘

原　　政弘

伊藤　安子

中島　澄夫

伊藤　芳美

浦野　仁美

吉竹　行仁

佐藤　武夫

北林　　健

原　　務夫

松田　　順

中島満知良

平林　久保

西沢　運之

原　　忠廣

黒田　幸雄

【松崎】

降 　　寛

飯塚　宏子

降 やすゑ

渋田見　博

飯島　敏宏

中川　嘉捷

降 　　弘

遠藤　久五

関　　一人

太田　栄治

鎌倉　　久

伊藤　　忍

髙橋　恭男

飯嶌　楯雄

藤沢弥五衛

髙橋　鴻生

平林　俊彦

飯嶌　勝幸

降 　和幸

丸山ふみよ

髙橋　寛二

小松　公代

降 　　孝

ハ坂地区

会員数61人

【大平】

塚田　重郎

塚田　　茂

縣　　俊美

竹本　明信

縣　たづみ

北澤千代司

北澤　伸夫

北澤　良知

平林　　操

平林　保子

降籏　　剛

【石原】

小柳　嘉美

北澤　豊繁

大澤　 子

小柳　孝男

布施隆太郎

北澤　徳重

北澤　久男

麻田　俊一

松下　千秋

松下　忠晃

若林　喜郎

丸山　和男

松下　輝好

大澤　　弘

中島　喜一

北澤　正子

【切久保】

勝野　照治

勝野　　明

仁科　克彦

仁科宰知代

酒見　祐吉

勝野　一由

石川　雄三

【中央】

鳥屋　寿和

香山　由人

松井　一美

勝野　　功

大厩　正一

丸山　喜彦

鳥屋　隆一

【野平】

坂井　勇一

中村　清和

坂井　一久

坂井　義幸

小林  英樹

市河　千春

坂井　欽吾

鮒井　洋一

内山喜久夫

西澤　忠司

【舟場】

南澤　　靖

南澤　豊子

内山　和典

大日方　隆

大日方宗仁

美麻地区

会員数27人

【大塩】

山本　正伸

大厩　市郎

竹内千代子

清水　明子

【二重】

吉沢  岑夫

塚田　寛政

飯沢　　要

小林　敏文

佐藤　修一

大塚　裕明

北沢伊 男

飯沢　壮一

飯沢　義昭

【新行】

酒井周一郎

和田　俊彦

種山　彰夫

酒井　孝芳

【青具】

江津　文人

北沢　孝一

【千見】

下條　秀則

松下　豊明

傘木利也子

清水　一弘

小林　博一

市　外

会員数１人
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大北地域心配ごと相談日程 12月・１月

心配ごと相談・司法書士相談

長野県・大町市生活就労支援センター

「まいさぽ大町」
生活や就労で困っている皆さんの相談窓口を開設しています。

日程　月～金曜日（土・日曜日、祝日を除く）　８：30～17：30

日常生活自立支援事業
　障がいのある人や高齢者で、ご自身で判断することが難し

く、日常生活や財産管理で困っている皆さん。社協が金銭管

理を含めた日常生活をお手伝いします。

相談日　月～金曜日（土・日曜日、祝日を除く）　８：30～17：30

事前予約に ご 協 力 く だ さ い

　日々の暮らしの中の大小の悩み事について、解決の糸口を相談者と共

に見い出していく相談窓口を開設しています。複数の相談員で相談に応

じます。お気軽にお電話ください。

期　日 時　間 内　容 担当者 会　場 問い合わせ

12月５日(月)
13：00～16：00 心配ごと相談 心配ごと相談員

大町市
総合福祉センター

大町市社協
22‐1501

12月19日(月)

13：00～15：00 司法書士相談 司法書士

13：00～16：00 心配ごと相談 心配ごと相談員

13：00～15：00 司法書士相談 司法書士

12月13日(火)
13：30～15：30 なんでも相談 心配ごと相談員 やすらぎの郷

池田町社協
62‐954412月27日(火)

12月７日(水) 13：00～15：00
生活全般
人権相談

民生委員
人権擁護委員

ゆうあい館
松川村社協

62‐9000

12月12日(月) 13：00～16：00 人権・心配ごと相談 人権擁護委員
白馬村保健福祉
ふれあいセンター

白馬村社協
72‐7230

12月14日(水) 13：30～16：00
心配ごと相談
行政相談

司法書士
行政相談員

小谷村開発センター
小谷村社協

82‐2431

１月16日(月)
13：00～16：00 心配ごと相談 心配ごと相談員 大町市

総合福祉センター
大町市社協

22‐150113：00～15：00 司法書士相談 司法書士

１月10日(火)
13：30～15：30 なんでも相談 心配ごと相談員 やすらぎの郷

池田町社協
62‐9544１月24日(火)

１月４日(水) 13：00～15：00
生活相談
人権相談

民生委員
人権擁護委員

ゆうあい館
松川村社協

62‐9000

１月11日(水) 13：00～15：00 心配ごと相談
司法書士

人権擁護委員
民生委員

白馬村保健福祉
ふれあいセンター

白馬村社協
72‐7230

一人で悩むよりまず相談！

お気軽にご相談ください 社協の相談事業



「社協　おおまち」へのご意見、ご希望、投稿など皆さんの声をお寄せください。

〒398－0002　大町市大町1129　大町市総合福祉センター内

編集・発行：社会福祉法人 大町市社会福祉協議会　地域福祉係　TEL22－1501　FAX22-7071

URL http://www.omachishakyo.org/ 　　E-mail soｕmukikaku@omachishakyo.org

8 この広報紙は再生紙を利用しています。　北辰印刷

大町市総合福祉センター「公衆浴場」のご案内

公衆浴場年末年始の営業
　年末年始の公衆浴場は、以下のとおり営業します。

皆さまのお越しをお待ちしております。

平成28年度 大町市社会福祉大会開催！
テーマは「想像力と創造力」。平成29年４月から本格施行となる介護保険制度では、新たな地域活

動が求められています。既存の仕組みの中で地域の未来を描く「想像力」と、あったらいいなを形に

する「創造力」が必要となってきます。住民全員がまちづくりの主役になれるよう、地域福祉の推進

のあり方を考える機会として開催します。

１月３日(火)は

お年玉無料開放デー！！

恒例の「お年玉無料開放デー」。この機

会にぜひご利用ください。

おしるこ無料振る舞い！

　１月３日(火)午後１時より、先着100

名さまに感謝を込めて、おしるこを無料

で振る舞います。

おしるこの振る舞いをお手伝いいただ

けるボランティアを募集します。

◆募集人数　10人

◆締め切り　12月16日（金）

◆申し込み　大町市社協まで

ボランティア募集！
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年　末　（12月） 年　始　（１月）
期　日 営　業 期　日 営　業

26日（月） 定 休 日 １日（日） 休 業 日

～28日（水） 通常営業 ２日（月） 休 業 日

29日（木）
臨時営業

（10～17時）
３日（火）

臨時営業
（13～17時）

30日（金）
臨時営業

（10～17時）
４日（水）～

通常営業
（10～21時）

31日(土) 休 業 日

ふれあいの窓

【現金】ろうきん大町支店運営委員会…26,800円、大糸タイムス友の会……50,000円

　　　 大北建設労働組合……………… 2,400円、大町市陶芸の家…………10,000円

　　　 相生町長生会……………………11,955円、88ボランティア………… 7,000円

【物品】中村　仲子………アクリルたわし53個 　

　　　 島原　敏子………リハビリパンツ、尿とりパッド、段ボール５箱

【使用済み切手等】匿名多数 敬称略 ９月16日～11月15日受け付け分

善意の寄附を

ありがとうございます

さらに！

● ● 営業日程 ● ●

◆日　時　平成29年１月29日（日）

　　　　　午後１時～３時30分

◆会　場　サン・アルプス大町　２階　大会議室

◆内　容　●表彰　社会福祉功労者表彰 ほか

　　　　　●講演　「常識の裏側」（仮称）

　　　　　●講師　江口　歩　さん

◆参加費　無料

◆申し込み・問い合わせ

　大町市社協　TEL・有線22-1501

　Ｅメール：soumukikaku@omachishakyo.org

江
え

口
ぐち

　歩
あゆむ

さん

新潟お笑い集団ＮＡＭＡＲＡ代表

㈲ナマラエンターテイメント代表取締役

新潟市出身。新潟県内を中

心に、障がい者支援やいじめ問題、保護司と

しての活動と多方面に活躍。常識にとらわれ

ない発想でさまざまな活動を展開。また、著

書も多数発行。

● ● 講師紹介 ● ●


